
農
家
を
個
別

に
訪
問
す
る
よ
う

に
な

る
。
や
が
て
養
鶏
組
合
な
ど
も
組
織
さ
れ
る
。
養
鶏
が
比
較
的
早
く
は
じ
ま
る

の
は
三
神
村

で
あ

っ
た
。

め
ん
よ
う

や

き

そ

の
ほ
か

、
緬

羊

・
山

羊

な
ど

を

飼

育

す

る

農

家
も

あ

っ
た

が

、

ほ

ん

の

一
時

期

で
あ

っ
た

。

第
四
節

商

業

明
治
八
年

(
一
八
七
五
)

の
矢
吹
村

戸
籍

(写
)
か
ら
生
業
と
し

て
あ
げ
ら
れ
て

い
る
職
業
を
み
る
と
、
総
戸
数

一
五
四
戸
中
、
農

一
〇
六

戸
、
雑

二
四
戸
、
商

一
二
戸
、

工
六
戸
、
そ
の
ほ
か
六
戸
と
あ
り
、
農
業
が
六
八

・
八

%
と

、
番
多
く
、
商
業

は
七

・
八
%
、
工
業

と
雑
を
あ
わ
せ
る
と

一

九

・
五
%
に
な
る
。
同
年

の
三
城
目
村

の
場
合
を
み
る
と

一
.
弄

戸
中
、
農
業
は

=

一
戸
で
八
八

・
八
%
で
あ
る
。
中
畑
村

に
つ
い
て
は
、
資
料
が

な

い
の
で
不
明

で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
自
給
自
足

で
ま
か
な
う

こ
と
が

で
き
な

い
物
品
や
技
術
を
供

給
す

る
こ
と
を
生
業
と
す

る
人

々
が

い
た
。

明
治

に
な
り
居
住

・
職
業

の
自
由
が
認
め
ら
れ

「
殖
産
興
業
」

の
流

れ
の
中

で
流
通

・
交
易

が
盛

ん
に
な
り
、

一
層
多
様
な
生
業
が
出
現
す
る
。
ま
た

交
通
機
関

の
発
達
な
ど

に
よ
り
多

様
化

し
て
く

る
。

雑

・
工
と
表
記
さ
れ

て
い
る
人

々
の
多
く

は
、
職
人

・
仕
事

師

(力
役

)
と
よ
ば
れ
る
人
々
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
農
業
を
主
業
と
し

つ
つ
、

商

・
エ
の
仕
事
を
す

る
人

々
も
多
く
、
正
確
な
実
態
は

つ
か
み
に
く

い
。

一

商

い

業第四節 商

あ
き
な

ん
ま

商
業
は

「
商

い
」
と

い
っ
た
。
商

い
を
大

別
す

る
と
、
店
を
構
え
て
看
板
を
あ
げ
る

「商
店
」
と
各
家

に
出
向

い
て
売
り
歩
く

「
行
商
」

が
あ
る
。

第

三
章
交
通

・
運
輸

・
通
信

・
交
易

の
項
で
ふ
れ
る
の
で
こ
こ
で
は
生
業

の
実
態
と
し
て
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。
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【表
9
】
商
業
戸
数
調

(西
白
河
郡
統
計
吾
)

業

種

年

度

矢

吹

町

中

畑

村

.
二

神

村

卸

仲

買

小

売

卸

仲

買

小

売

卸

仲

買

小

売

穀

物

明

治

四

十
二

七

一
.
F

三

明

治

四

十
.一.

一

七

一

二

六

野

菜

果

物

明

治

四

十
二

五

明

治

四

十
三

臼

一

三

酒

明

治

四

十
二

一

九

六

一

八

明

治

四

十
三

三

七

ヒ

三

九

味

噌

醤

油

明

治

四

十
.
.

一

二

一

六

五

明

治

四

十
三

一

』

一

一

=
.

煙

草

明

治

四
十

二

四

五

四

明

治

四
十

三

四

「

四

茶

明

治

四
十

二

三

三

一

明

治
四

十

三

五

五

菓

子

明

治
四

十

二

三

一

九

一

八

九

明

治
四

十

三

三

一

一

.

一

=
二

三

生

糸

明

治
四

十

二

一

…

一

明
治

四

十

三

一

一

一

織

物

明
治

四

卜

二

二

一

,

二

明

治

四

十

三

=
縄

三

【

一
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業

種

年

度

矢

吹

町

中

畑

村

三

神

村

卸

仲

買

小

売

卸

仲

買

小

売

卸

仲

買

小

売

明

治
四

十

二

二

一

一

古

着

明

治

四

十
=、

二

・

一

小

間

物

明

治
四

十
二

三

.
。
一

三

明

治
四

十
三

三

一

四

家

具

明

治
四

十
二

=
臼

明

治
四

十
三

四

一

履

物

明

治
四

卜
二

一
`

・

四

二

明

治

四

十
三

一
'

・

F

一

陶

磁

器

明

治

四

十
二

再

一

明

治

四

十
三

一

一

ρ

金

属

器

明

治

四

十
二

六

一

.

二

明

治

四

卜
三

⊥
ハ

『
臼
一

破

瑠

器

明

治

四

卜
二

一

明

治

四

卜
二

一

紙

類

明

治

四

卜
二

一

八

明

治

四

十
一、一

一

文

具

明

治

四

十
二

一

一

明

治

四

十
三

一

」

木

材

明

治

四

十
二

一
.
一

三

二

明

治

四

十

三

四

四

二
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石

材

水

産

物

油

類

砂

糖

肥

料

薪

炭

業

種

明

治

四

十

三

明

治

四

十
二

明

治

四

十

三

明

治

四

十

二

明

治

四

十

三

明

治

四

十

二

明

治

四

卜

三

明

治

四

1一

二

明

治

四

十

三

明

治

四

i'

二

明

治
四

卜

三

明

治
四

十

二

年

度

七 五 卸

矢

吹

町

仲

買

三 三 一
小

売

七 一 卸

中

畑

村

仲

買

一 三 一一

一三
一
三

小

売

七 五 卸

三

神

村

仲

買

二 一 三 三 一
小

売

(
一
)
行

商

行
商
は
、
商
店

の
あ
る
中
心
部
か
ら
離
れ
た
地
域

に
商
品
を
運
ん
で
売
り
歩
く
商

い
で
、
町
ま
で
出
か
け
な

い
と
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
な

い
商
品

を
手
軽

に
買
う
こ
と
が
で
き

た
の
で
喜
ば
れ
た
。
卸
商

や
仲
卸
商
か
ら
商
品
を
仕
入
れ
た
り
、
小
売
商

の
商
品
を
中
継
ぎ
す

る
か
た
ち

で
、
商
品
を
背

負

い
籠

や
自
転
車
に
の
せ
て
戸
毎

に
ま
わ

っ
て
販
売
す

る
。
代
金

の
か
わ
り

に
穀
物
な
ど
と

「物

々
交
換
」
す
る
場
合
も
あ

っ
た
。

矢
吹

で
行
商
を
生
業
と

し
た
統
計
的
実
態

は
資
料

に
乏
し

い
が
、
商
店

が
配
達
を
か
ね
て
行
商
す

る
姿
は
昭
和
四
十
年
代
ま

で
み
ら
れ
た
。

第

二
次
世
界
大
戦
後

の
物
資
が
欠
乏
し
た
時
期

に
は
、
米
を
は
じ
め
主
食
料
が
統
制
さ
れ
自
由

な
売
買
が
禁
止
さ
れ
て

い
た
の
で
、
農
家
を
ま

わ

っ
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て
米
な
ど
を
買

い
集
め

(
こ
れ
を

「
ヤ
ミ
米
」
と

い
っ
た
)
、
都
会

に
行
商
す
る

「
ヤ

ミ
屋
」
が
増
加
し
た
。
ヤ
ミ
屋
は
都
会

で
着
物

や
珍
品

.
貴
重

品
を
買

い
集
め
、
米
と
交
換
し
、
農
村
に
物
資
を
供
給
し
た
。
ヤ
ミ
屋
の
行
商
は
伝
統
あ
る
行
商
と
は
異
な
る
が
、
都
会

の
生
命
を
維
持
す
る
役
割
を

し

ゅ
ん

た

く

果
た
し
た
側
面
を
も

つ
。

や
が

て
生
産
が
再
開
し
物
資

の
流
通
が

潤

沢
に
な

る
と
、
に
わ
か
行
商

の
ヤ

ミ
屋
は
廃
業
す

る
。

自
家
用
自
動
車
が
増
加
し
、
物
資

の
運
搬
や
、
買

い
物
も
便
利
に
な
り
、
商
品

の
流
通
が
盛
ん
に
な

る
と
、
行
商
は
商
行
為
と
し

て
成
り
立
た
な
く

な
り
し
だ

い
に
姿
を
消
す
。
行
商
か
ら
開
店
し
た
人
も
多

い
。

次

に
主
な
行
商
を
あ
げ
て
お
く
。

下
着
や
仕
事
着
、
古
着

の
晴
着
な
ど
を
売
り
歩
く
人
で
、
店
頭
に
は
な

い
雰
囲
気
で
隣
近
所

の
女
性
を
集
め
、
じ

っ
く
り
品
定
め
が

衣

類

行

商

で
き
る
買
物
な
の
で
人
気
が
あ

っ
た
。
ま
た
希
望

の
品
を
頼
ん
で
お
く
と
持

っ
て
き
て
も

ら
え

る
の
で
大
変
助
か

っ
た
と

い
う
。
装

身
具
や
身

の
回
り
品
な
ど
珍
し

い
も

の
を
手

に
す
る
こ
と
も

で
き
た
。
都
会

の
流
行
を
家
ま

で
運
ん
で
く
れ
る
商

い
で
も
あ

っ
た
。

日
用
品
や
雑
貨
の
行
商

で
、
町
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
買

い
に
い
く
ま
で
も
な

い
小
問
物
や
生
活

用
品
を
手

に
い
れ
る
に
は
喜
ば
れ
た
行

日
用
品
雑
貨
商

商
人

で
、
こ
の
次

に
く

る
の
を
心
待
ち
に
す

る
人
も
多
か

っ
た
と

い
う
。
ま
た
頼
め
ば

な
ん
で
も
持

っ
て
き
て
く
れ
る

「動
く
百

ち

ょ

う

ほ
う

貨
店
」
的
な
存
在
と
し

て

重

宝
が
ら
れ
た
。

な
ま

冷
蔵
庫

や
冷
凍
魚
が
な
か

っ
た
時
代
、
内
陸
部
で
は
海

の
生

の
魚
を
手
に

い
れ
る
の
は
困
難
で
あ

っ
た
。
魚
を
市
場
か
ら
仕

入
れ

る

魚

行

商

こ
と

の
で
き
る
権
利
を
持

っ
て

い
る
小
売
店
は
限
ら
れ
て
い
た

の
で
・
魚
行
商

の
多
く
は
・
小
士冗
商
や
・
仲
買
商

の
華

で
あ

っ
た
・

て
ん
び
ん

さ
ば

生

の
魚
は
保
存
が
限
ら
れ
て

い
る
の
で
、
塩
魚

・
干
魚
が
中
心
で

「
ボ
デ
籠
」
を
天
秤
で
か

つ
い
で
売
り
歩
き
、
庭
先
で
注
文

に
応
じ

て
捌

い
て
売

っ

こ

レ

い

た
。
乾
物

(干
魚

・
昆
布

な
ど
)
も
持
ち
歩

い
た
。
通
常
塩
魚

⊥

夜
干
し
が
多
く
、
生

の
魚
は
祭
り

や
田
植
え

の
と
き

に
頼

ん
で
お
く
と
持

っ
て
き

ぜ
い
た
く

て
刺
身

や
切
身

に
捌

い
て
く
れ
る
。
酒
と
刺
身
は
こ
の
上
な

い
贅
沢
な
ご
馳
走

で
あ

っ
た
。
魚
行
商

は
、
魚
を
捌
く
技
術
を
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

の
で
修
業

が
必
要
で
あ

っ
た
。

ボ
デ
籠

は
自
転
車

に
か
わ
り
、
や
が

て
自
動
車
に
冷
蔵
庫
を
備
え

て
売
り
歩
く

よ
う

に
な

っ
た
。
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薬

の
行
商

昔
か
ら
越
中
、
富
山

の
薬
売
り
は
行
商
人
と

し
て
は
代
表
的
な
存
在

で
あ

る
が
、

え
な
が
ら
現
在
も
続

い
て
い
る
。

地
元

の
生
業

で
は
な

い
。
自
動
車

で
か
た
ち
を
か

(
二
)
商

店

前

述
の
と
お
り
明
治
八
年

に
は
矢
吹
村

の
商
は
、

一
二
戸
を
数
え
る

の
み
で
あ

っ
た
が
、
明
治
四
十
二
年

に
は

一
一
二
戸
と
な
り
全
戸
数

に
対
す
る

割
合

は
二

一
.
七
%
と
な

っ
て

い
る

(矢
吹
小

『
郷
土
誌
』
)
。
近
郷

の
顧
客
を
拡
大
し

て
矢
吹
町
が
中
心
地

に
変
容
し
そ

の
発
展

は
め
ざ
ま
し

い
も
の

が
あ

る
。
扱
う
商
品
は
別
表

の
と
お
り

で
あ
る
が
、

一
店
舗
で
数
種

の
商
品
を
と

り
扱
う

の
が
普
通

で
あ

る
か
ら
必
ず
し
も
戸
数
は

一
致

し
な

い
が
、

傾
向
は
わ
か
る
。

近
年

の
矢
吹
町

の

「商
業
統
計
」
は
、
昭
和

四
十

一
年
度

(
↓
九
六
六
)
か
ら
確
認

で
き
る
。
昭
和

四
十

一
年
度
に
は
矢
吹
町
内

(三
神

・
中
畑
を

含
む
)

に
は
二
六
二
の
店
舗
が
あ
り
、
四
十
七
年
度

に
は

二
六
五
、
昭
和

五
十

一
年
度

二
七
五
、
昭
和

五
十
七
年
三
二
〇
、

昭
和
六
十
三
年
度
に
は
二

九
三
店
舗
と
な
り
減
少
す

る
。

つ
ま
り
昭
和
五
十
年
代
は
微
増
し
て

い
る
も

の
の
、
六
十
年

代
に
は

い
る
と
減
少
す
る
。
平
成
十
六
年
度

の
店
舗
数
は

二
二
八
店
舗
と
な
り

昭
和

五
十
七
年
度
の
五
分

の
二
ま

で
落
ち
こ
み
、
と
り
扱

い
商
品
も

変
化
す

る
。

つ
ま
り
昭
和
の
末
期
か
ら
今
日
ま
で
の
二
十
年

間

に
矢
吹
町
内

の
店
舗
は
激
減
し
た
の
で
あ

る

(表

10
参

照
)
。

こ
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
考
え
ら
れ
る
が
、

↓
つ
に
は

一
般
的

に

い
わ

れ
る
よ
う

に
大

規
模
小
売
店
舗
す
な
わ
ち

ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ

ッ
ト

の
進
出
に
よ
り
消
費
者
行
動
が
大
き
く
変
化
し
、
買

い
物
は
ス
ー
パ
ー
で
す
ま
せ
て
し
ま
う
よ
う

に

な

っ
た
こ
と
と
無
縁

で
は
な

い
。
ま

た
自
家
用
車

の
普
及
が
こ
れ
を
後
押
し
す
る
か
た
ち

に
な
り
、
遠
方
で
あ

っ
て
も
手
軽

に
買

い
物

に

い
く

こ
と
が

で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
。
そ

の
た
め
従
来
ま

で
町
民
が
利
用
し
て
き
た
身
近
な
商
店

は
徐

々
に
力
を
失

い
、
廃
業
す
る
店
も
増
加
し
た
と
思
わ
れ
る
。

商
店
は
卸
売
商
、
仲
買
商
、
小
売
商
と
あ
り
、
小
売
商

が
か
ね

て
い
る
こ
と
も
あ

る
。

小

売

商

日
常
生
活
に
必
要
な
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
商
。
叩
を
扱

っ
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域

で
の
特
徴
を
み
る
こ
と
が
で
き

る

(表
9
参

照
)
。
野
菜

.
果
物

の
小
売
店

は
矢
吹

・
中
畑
に
は
な

い
、
農
業
地
域

で
あ

る
か
ら
理
解
で
き
る
が
、
三
神

に
は
小
売
店

が
あ

る
。
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【表
10
】
矢
吹
町
商
業
統
計
調
査

福
島
県
統
計
調
査
課

年

度

卸
売
業

一

般
卸売

業

繊
維
・

機
械器具・建築材料等卸売業

代
理
商
・仲凱

衣
服
・

食料・家11π等
卸売業

各
種
商
品小売業

織物

・

衣
類・身のまわり品小売業

飲
食
料
品小売業

自
転肛

荷車小売業

自
動
車
・

自転車小売業

家
具
・

建
材・什器小売業

そ
の
他
の小売業

年度

総
計

昭和

四
十一

年度

、

七

一
二

四

一

二
一

一

七

二
七

四
六

二

六
.
一

昭和

四
十
七
年度

一

五

一

三
八

一
一

四

.

六

二
四

五
七

二
六
五

昭和

五

卜
一

年
度

一

七

一

三
四

一
一

七

一

五

.
二

〇

六
一

二
七
五

昭和

五
十
七
年
度

二

九

一

一

三
一

』

一

二

四

一

七

三
五

八
一

.
二

二

〇

昭
和
六
十
三
年
度

.

六

一

八

一

二
七

一

胴

三

一

九

三
〇

七
八

二
九
三

平
成
f
六
年
度

三

二

四

二
六

一

八

四
二

七

一

畠

三
四

一

三
八

業商第四節

【写真73】絵紙 矢吹亀屋

【写真74】絵紙 矢吹扇屋

【写真75】絵紙 矢吹新角屋

【写真76】絵紙 中畑箱崎支店
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第 二章 生業と生産

農
産
物

の
中

で
キ

ュ
ウ
リ

・
ダ
イ

コ

ン
な
ど
漬
物
野
菜

の
生
産

が
郡
内

で

も
上
位
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
小

売
店
が
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
中
畑

み

ヱ
ヒ

し

よ

う

ゆ

村

の

味

噌

・

醤

油

、

茶

、

家

具

、

履

物

店

は

四
上

、一年

に

は
な

く

な

っ

て

い
る
。

扱

い
店

の
事

情

で
あ

ろ
う

は

る

か
。
破
瑠

器

(
ガ
ラ
ス
器
)

は
ま
だ

出

は
じ
め
で
矢
吹

に
し
か
店
は
な
か

っ
た
。

で
し
か
売

っ
て
な

い
の
に
は
、

行
商

の
分
野
と
思
わ
れ
る
が
、

材
店
も
産
地
で
あ

る
か
ら
理
解

で
き
る
。

砂
糖
や
油
類
は
中
畑
村

不
思
議
な
気
も
す

る
。
水
産
物
は

、

三
神
に

一
店
あ

る
。
ま

た
三
神

の
石

昭
和
九
年

の
三
神
村

の
店
舗
数
は
九
戸
に
対

し
中
畑
村
は

二
六
戸

と
多

い
。
矢
吹
町

の
店
舗
数
は
同
時
期

の
数

は
不

明
で
あ

る
が
昭
和

十

一
年

に
は

三
六
店

が
名

を

つ
ら
ね

て

い
る

(第

四
章

ム
ラ

・
マ

チ

・
イ

エ

表

2
参
照
)
。

明
治
四
十
二
年

前
後

の
状
況
と

し
て
矢
吹
小

『郷
土
誌
』
は
次

の

よ
う
に
述
べ
て

い
る

(原
文

の
ま
ま

)。

第
十
三
章

経
済

【写真77】絵紙 中畑丁字屋

【写真79】絵紙 中畑後藤留十

【写真78】 絵紙 中畑清水屋【写真80】絵紙 三神佐久間良治
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(前
略
)

商
業

ハ
大
抵
小
売
店
ニ
テ
外

二
仲
買
商
ヒ
、
八
軒
ヲ
数
フ
。
小
売
店

ハ
約
二
百
円
以
上
千
円
ノ
投
資

(
一
萬
円
以
上
ノ
モ
ノ
四
、
五
軒
ア
リ
)
ヲ
以

テ
営
業
ス
レ
ト
モ
概
シ
テ
商
業
敏
活
ナ
ラ
ズ
.
仲
買
商

ハ
繭
雑
穀
薪
炭
等
ノ
買
集
積
出
ヲ
ナ
シ
五
百
円
乃
至
数
千
円
ノ
資
本
ヲ
運
転
ス
。
(略
)

明
治

四
十

二
年

の
専
業
商
家

は
五
九
戸
、
兼
業
商
家

五
三
戸
、
四
十
三
年

は
専
業
六

四
戸
、
兼
業

五

一
一
戸
と
商
家

の
約
半
数

は
兼
業

で
そ

の
傾
向

は
矢
吹
町

の
商
業
構
成

の
重
要
な
部
分
を
し
め
て

い
る
。

仲
買
商
は
穀
物

・
生
糸
な
ど
限
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
商
業
戸
数

に
計
上
さ
れ
て

い
な

い
が
、
馬
な
ど
家
畜
を
仲

買
す

る
バ
ク
ロ
ウ
も

仲

買

商

各
村
に

い
る
。

こ
れ
ら
は
農
業
と
兼
業
す

る
場
合
が
多

く
、
季
節

に
な
る
と
商
活
動
を

し
て
い
る
。
ま
た
外

部
か
ら

の
業
者
も
そ
れ

ぞ
れ
各
村
を
巡

っ
て
買

つ
け
を

し
て
い
た
。

生
産
者
が
卸
商
を
か
ね
る

こ
と
が
多
く

、
農
産
物

・
味
噌
醤
油

・
酒

・
菓
.r

・
な
ど
が
該
当
す

る
。
木
材

・
薪
炭
な
ど
は
近
郊
か
ら

卸

商

集
積
し
て
都
市
部

に
積
出
し

て
い
た
。

い
ず
れ
も
少
数
で
あ

る
。

二

そ

の
ほ
か

の
商

い

業第四節 商

は
た

こ

宿
場
と
し

て
発
達

し
た
矢
吹

に
は
旅
籠

と

い
わ
れ
た
旅
館
や
茶
店

が
多
か

っ
た
。
し
か
し
宿
場
町
割

に
あ
る
屋
号
を
も

つ
家
が
す

べ

雀

壱

方

金
目

て
旅
籠
で
あ

っ
た
わ
け

で
は
な

い
。
そ
の
名
残
り
を
示
す
資

料
は
、
幕
末
期

に
本
陣
を

つ
と

め
た
古
川
屋
に
残
す
の
み
で
戊
辰

の
戦

火
な
ど
で
資
料

の
大
部
分
を
失

っ
て

い
る
。

明
治
期

の
統
計
資
料
に
は
、
生
業
と
し

て
旅
館
を
示
す
も

の
は
な
く
、
す
べ
て
農
業

に
包
含
さ
れ

て
い
る
の
で
そ
の
実
態
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

明
治
に
な
り
交
通
機
関
が
発
達
す

る
に

つ
れ

て
、
止
宿
す
る
者

が
減
少
し
旅
館
を

生
業
と
す
る

の
が
困
難
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
馬
市
な
ど
人
が

こ

集
ま
る
と
き

、
請
わ
れ
れ
ば
宿
泊
さ
せ
る
形
態

に
変
化
し
雇
人
を
お
か
ず
家
族
で
経
営
す

る
よ
う

に
な
る
。

幕
末
か
ら
残

っ
た
旅
館
と
し
て
は
、
古
川
屋
、
今
出
屋
、
筑
前
屋
、
紙
屋
が
営
業
を
続
け
、
ご
猟
場

の
狩
猟
者

や
行
商
人

の
宿
と
し
て
旅
館
を
営

ん
だ
。
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第二章 生業と生産

ま

た
、

宿

場

に
み

ら

【表

11
】
統
計
に
み
る
貸
座
敷

(西
白
河
郡
統
計
書
)

【表
12
】
矢
吹
の
会
社

・
工
場

(西
白
河
郡
統
討
董

れ

る
貸

座

敷

は

明

治

以

後

も

残

り

『西

白

河

郡

統

計

書

』

に

よ

れ

ば

、

白

河
と

矢

吹

に
そ

の
登

録

が
あ

り

矢

吹

に
は

二

軒

あ

り

(表

H
)
娼

妓

が

四
人

か

ら

七

人

い
た

。

宿

場

の
名

残

り

で

あ

ろ
う

。

矢

吹

小

『
郷
土

誌

』

は

「
生
業

一
般

の
盛

衰

変

遷

調
査

」

の

中

で
、

「徳

川

末

ヨ
リ

明

治

初

年

一二
旦
リ

テ
、

娼

妓

ト

馬

子

ト

ハ
其

数

実

二

お
び
た
た

影

シ
ク
矢
吹
本
田

ノ
戸
数
約
百
戸
娼
妓

ヲ
置
ク
モ
ノ
三
十

戸
ヲ
数

ヒ
シ
ト
云

ヘ
バ
如
何

二
此
種

ノ
営
業
ノ
盛

ン
ナ
リ
カ
知

ル
ベ
シ
」
と

述

べ
、
鉄
道

の
開
通
に
よ
り
娼
妓
と
馬
子
が
衰
微
し
た

こ
と
と
記
し
て

い
る
。
馬
子
は
力
役
と
荷
馬
車
業
に
転
じ
た
と

し
て
い
る
。

商

い
と
は
異
な
る
が
、
矢
吹
町

に
は
別
表
に
示
す
会
社

・
工
場
が
創
業
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
勤
務
す

る
こ
と
を
生
業
と
す
る
形
態
が
生

会
社

・
工
場

れ
た
。
現
在

で
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
が
、
弟

子
入
り

・
修
業

の
職
人
で
は
な
く
従
業
員
と
し
て
働
く
端
緒

で
は
あ
る
ま

い
か
。
当

時

の
統
計

で

「力
役
」
と
あ
る

の
が
こ
れ
に
あ
た

る
の
だ
ろ
う

か
。
力
役

に
つ
い
て
前

述
の
矢
吹
小

『郷
土
誌
』
は
次

の
よ
う

に
述
べ
て

い
る
。

「
(略
)

力
役

ハ
日
々
二
十
銭
乃
至

一
円
ノ
賃
金
ヲ
得
テ
生
活
ヲ
支
持
ス
。
専
業
ト
シ
テ
七
十
戸
二
過
ギ
ザ
ル
モ
農
商
業
家
ニ
シ
テ
傍
ラ
之
レ
ニ
従
フ
モ
ノ
多
ク

以
テ
本
業
収
入
ノ
不
足
ヲ
捕
フ
ヲ
常
ト
ス

(明
治
四
十
二
年
前
後
ノ
状
況
)」

各
企
業

の
従
業
者
数
は
不
明
が
多

い
。

貸 業
座
敷 種

大 明 明
正 治 治 年
四 四
1一 十 度

三 「
一二

2 2 2
戸
数
矢

吹

7 5 4
娼
妓 町

会

社

名

矢

吹

町

創

業

業

種

矢
吹
運
送
合
資
会
社

明
治一
二

十
三

年
ヒ

月

運
送
業

丸
通運

送
合
資
会
社

明

治一..

十一.一

年

九

月

運
送
業

矢
吹製

糸合

資
会
社

明
治
三
十
年一

月

生
糸製

造
販
売
業

矢
吹製

材
合
名
会
社

明
治
三
十
七
年
七
月

製
材
業

旭
製材

明
治
四
十
年
八
月

製
材
業

大
木商

店運

送
部

運
送
業

酒
井合

名
会
社

大

正...

年

物
品
販
売
業

仲
西
合
名
会
社

大
正
コ.

年

物
品
販
売、

金
銭
貸付

業

大
木合

名
会
社

大
正
三
年

物
品
販売

、

精
米
業

仲
西
工
場

大
正
三
年

製
材
業
・

旭
製
材
所を

う
け
つ
ぐ

大
木水

力
工
場

大
正
三
年

精
麦
、

製
粉
、

製
麺

業
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